
国保切り替えのタイミングを利用した受診勧奨事業に関する協定書 

 

 

広島県（以下「甲」という。）及び○○市（以下「乙」という。）は，国民健康保険への切り替

えのタイミングを利用したがん検診及び特定健康診査の受診勧奨及び再勧奨の実施に関し，次の

とおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は，甲及び乙それぞれの役割と連携・協力の内容を定めることで，国民健康保

険への切り替えのタイミングを利用したがん検診及び特定健康診査の受診勧奨及び再勧奨を

円滑に実施し，勧奨対象者層の受診習慣の継続に資することを目的とする。 

 

（役割と連携・協力） 

第２条 甲及び乙はそれぞれ相互に協力し，次の取組を行う。 

（１）甲及び乙は国民健康保険への切り替えのタイミングを利用したがん検診及び特定健康診

査の受診勧奨及び再勧奨に率先して取り組む。 

（２）乙は自らの窓口等において，国民健康保険への切り替え手続きに訪れた住民に対して，

がん検診及び特定健康診査の受診勧奨等を実施し，甲はその勧奨に必要な啓発資材を，乙

と連携の上で作成し，乙に提供する。 

（３）甲は再勧奨に必要なはがきを，乙と連携の上で作成・発送することとし，乙はその発送

に必要な乙の保有する個人情報を甲に提供する。 

（４）乙は効果検証に必要な情報を甲に提供し，甲は効果検証を実施して結果を乙に提供する。 

 

（協定の破棄） 

第３条 甲又は乙のいずれかが申し出たときは，この協定を破棄することができる。この場合，

申出は破棄する一月以上前に行うものとする。 

 

（協定の有効期間） 

第４条 この協定の有効期間は，協定を締結した日から令和４年６月 30日までとする。 

 

（個人情報の共同利用） 

第５条 第１条の目的を推進するために必要となる乙の保有する個人情報を甲に提供する場合，

個人情報の保護に関する法律（平成 15年法律第 57 号）第 23 条第 5項第 3号に基づき，甲は

当該個人情報を乙と共同して利用するものとし，共同利用する個人情報の範囲は令和３年４

月１日から令和３年６月30日までの間に国民健康保険に加入した40歳以上74歳以下の被保

険者のうち，検（健）診未受診者及び未申込者の氏名及び住所とする。 

２ 甲及び乙は，前項に規定する個人情報の共同利用にあたっては，個人情報の保護に関する法

律第 23 条第 5項第 3号に掲げる事項について，甲及び乙の公式ホームページ等に掲載し，本人

が知り得る状態に置くものとする。 

 

（個人情報の保護） 

第６条 甲及び乙は，この協定に基づく取組の実施に当たっては，個人情報の保護に関する法律

その他個人情報の保護に関する法令等を遵守することに加え，個人の権利利益を侵害するこ



とのないよう個人情報を適正に取り扱わなければならない。この協定が終了し，又は破棄さ

れた後においても同様とする。 

 

（その他） 

第７条 この協定に定める事項を変更しようとするとき，この協定に定めのない事項で定めをす

る必要が生じたとき，又はこの協定に関し疑義が生じたときは，甲及び乙が協議の上定める

ものとする。 

 

 この協定の締結を証するため，本書２通を作成し甲及び乙が記名及び押印の上，各自その１通

を所持する。 

 

 

 

令和３年６月 24 日 

 

甲 広島市中区基町 10番 52 号 

広島県 

広島県知事 湯 﨑 英 彦 

 

 

 

乙 ○○市○○○○○○○○ 

  ○○市 

  ○○市長 ○ ○ ○ ○ 

 


